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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使用時に患者の気道の形状に一致し、柔軟でよ
り快適で、組織を損傷する可能性が低く、未熟な要員で
も正確な挿入ができる人工気道装置を提供する。
【解決手段】患者の肺換気を容易にする人工気道装置１
は、近端３および遠端を有する気道管２と、遠端におけ
るマスク５と、少なくとも気道管の遠端における、また
は、遠端の方にある気道管に剛性を解放可能に付与する
ように、かつ、可動バイトブロックを提供するように適
合された手段６とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の肺換気を容易にする人工気道装置であって、近端および遠端を有する気道管と、
バイトブロックとを備え、前記バイトブロックは、前記気道管に対して前記近端と遠端と
の間で可動である、装置。
【請求項２】
　喉頭マスク気道装置または気管内チューブを備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記バイトブロックは、前記気道管に対して摺動可能な関係で前記気道管上に配置され
るように可動である、請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記バイトブロックの位置は摩擦力によって維持可能である、請求項１から３のいずれ
か１項に記載の装置。
【請求項５】
　前記バイトブロックは、前記バイトブロックの穴または溝を設けることによって、前記
気道管に嵌合して前記気道管に対して可動であるように適合され、前記穴または溝の内部
に前記気道管または胃管が前記穴または溝に対して摺動可能な関係で嵌合可能である、請
求項１から４のいずれか１項に記載の装置。
【請求項６】
　シリコーンまたはプラスチック材料を備える、請求項１から５のいずれか１項に記載の
装置。
【請求項７】
　患者の肺換気を容易にする人工気道装置であって、近端および遠端を有する可撓性気道
管と、前記遠端におけるマスクと、前記装置に接続されるイントロデューサとを備える、
装置。
【請求項８】
　前記イントロデューサは、前記気道管の遠端におけるまたは遠端に隣接している前記気
道管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段を備える、請求項７に記載の装置
。
【請求項９】
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管に沿
って摺動可能である、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管の周
囲のすべてまたは一部を取囲み、かつそれに沿って摺動可能なスリーブを備える、請求項
８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　剛性を付与する前記手段の位置は、摩擦力によって動きに耐えるように維持可能である
、請求項８から１０のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１２】
　剛性を付与する前記手段は、ユーザによって前記気道管の前記近端の方に位置決めされ
るとバイトブロックとして働くように適合される、請求項８から１１のいずれか１項に記
載の装置。
【請求項１３】
　喉頭マスク気道装置を備える、請求項７から１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　食道管をさらに含む、請求項７から１３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１５】
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管の、
およびさらに前記食道アクセス管の周囲のすべてまたは一部を取囲み、かつ両方の管に沿
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って摺動可能なスリーブを備える、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記スリーブは、前記装置が患者内の所定位置にあるときに前記管の操作を容易にする
ように、前記食道管および／または前記気道管の取外しを可能にするように適合される、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記可撓性気道管はプラスチック材料から形成される壁を備え、一体型の支持ワイヤを
含む、請求項７から１６のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ワイヤはニチノールを備える、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　人工気道装置を患者に挿入する方法であって、挿入時に気道管の剛性を解放可能に増加
させるステップを備える、方法。
【請求項２０】
　取外し可能な硬化部を配置することによって前記気道管の剛性を増加させるステップを
備える、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記気道管に対して摺動可能な取外し可能な硬化部を配置するステップを備える、請求
項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　取外し可能な硬化部を配置してバイトブロックを提供するステップを備える、請求項２
０または２１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明は、患者の肺換気を容易にする人工気道装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　気管内チューブおよび喉頭マスク気道装置などの人工気道装置は、患者の気道を確立す
るのに有用な周知の装置である。気管内チューブはゴムまたはプラスチック材料製の可撓
性管であり、通常はその遠端の周りに膨張式カフを有し、口および喉頭を通って気管に導
入されるように意図されており、導入されるとカフが膨張して気管の壁に密着する。喉頭
マスク気道装置はその最も基本的な形態において、気道管と気道管の一端において運ばれ
るマスクとからなり、マスクは、喉頭口の周りにシールを形成するために患者の喉頭の後
ろの実際のおよび潜在的な空間に一致してその内部に嵌合することが可能な、しばしば「
カフ」として知られる周囲構造を有する。カフは膨張式であり得、ほとんどの変形におい
てマスクの中空の内部空間または内腔を囲み、少なくとも１つの気道管が内腔内に開口し
ている。喉頭マスク気道装置を患者に挿入し、それによって気道を確立することは比較的
容易である。また、喉頭マスク気道装置は、不適切に挿入されたとしても依然として気道
を確立する傾向があるという点で「寛大な」装置である。したがって、喉頭マスク気道装
置は「救命」装置であると考えられることが多い。また、喉頭マスク気道装置は、患者の
頭、首および顎の比較的軽微な操作のみで挿入され得る。さらに、喉頭マスク気道装置は
、気管の敏感な内層と接触する必要なしに患者の肺の換気を提供し、確立される気道のサ
イズは典型的に、気管内チューブを用いて確立される気道のサイズよりもはるかに大きい
。また、喉頭マスク気道装置は、気管内チューブと同じ程度まで咳嗽に干渉しない。主に
これらの利点のために、喉頭マスク気道装置は近年人気が高まっている。
【０００３】
　気管内チューブは先行技術において周知であり、ほぼ必ずと言っていいほど剛性気道管
ではなく可撓性気道管を利用する。出願人が所有する米国特許番号第４，５０９，５１４
号は、喉頭マスク気道装置が記載されている多くの刊行物のうちの最初の刊行物であり、
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この文献では、気道管が予め湾曲した剛性または可撓性管を備え得ると述べられている。
実際には、初期の装置は可撓性気道管を採用する傾向にあった。
【０００４】
　可撓性気道管は、使用時に患者の気道の形状および特に湾曲に一致し、そのため、それ
らはより柔軟であり、したがってより快適であり、患者の組織を損傷する可能性が低く、
さらに医師または看護師によって必要に応じて容易に操作され得るため有利である。一般
に、それらは熟練の施術者によっても容易に挿入される。しかし不利点もある。したがっ
て、緊急事態、および患者が困難な気道を有する状況などにおいて未熟な要員が挿入を行
なわれなければならない場合、気道管の可撓性によって正確な挿入がより困難になる。喉
頭マスク装置の場合、可撓性管はマスクを導いて適切に位置決めするように効果的に機能
することができず、装置を所定位置に案内するために用いられるイントロデューサとして
公知の別個のさらなる装置が必要となることが多い。さらに、可撓性気道装置は簡単に損
傷する軟質材料から形成される傾向があり、弾性を付与して耐破砕性を提供するためには
管壁の内部に剛性支持要素の使用を必要とし得るため、製造がより複雑になる。患者の噛
付きによる損傷から可撓性および非可撓性の両方の気道管を保護するために、バイトブロ
ックとして公知の構造が一般に用いられる。「バイトブロック」という用語は、使用時に
、患者の歯が噛付くことによって気道および気道装置の他の管に穴を開けることを阻止す
るように位置決めされる任意の手段を表すために用いられている。バイトブロックは、複
数管装置の管の近端をひとまとめにするのに有用であり得るが、バイトブロックおよび管
が患者の口腔へのアクセスを制限し得るため、これは状況によっては不利ともなり得る。
【０００５】
　出願人が所有する国際公開第ＷＯ９２／１３５８７号には、患者の気道に沿うように湾
曲している剛性気道管を含む人工気道装置が記載されている。これらの装置は、気管内チ
ューブを用いた盲目挿管を可能にするさらなる有利な点を提供しつつ、上記に概説した問
題の解決策を提供する。しかし、上記に概説したような可撓性気道管の有利な点はほとん
ど犠牲になる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　発明の目的は、上述のような問題の緩和を図ることである。
　発明の第１の態様によると、患者の肺換気を容易にする人工気道装置であって、近端お
よび遠端を有する気道管と、バイトブロックとを含み、バイトブロックは気道管に対して
近端と遠端との間で可動である装置が提供される。発明はしたがって、バイトブロックの
周知の有利な点を有し、さらに、口腔へのより容易なアクセスを可能にするようにバイト
ブロックを気道管に対して動かすことができる装置を提供する。
【０００７】
　人工気道装置は、喉頭マスク気道装置または気管内チューブを備えてもよい。装置が喉
頭マスク気道装置を備える場合、それは気道管および胃管を含んでもよい。
【０００８】
　バイトブロックは、装置の気道管に対して摺動可能な関係で気道管上に配置または嵌合
されるように可動であることが好ましく、バイトブロックおよび／または気道は、気道に
対するバイトブロックの位置が、不注意な動きに耐えるようにバイトブロックと気道管と
の間の摩擦力によって維持可能であるように適合されることがさらに好ましい。気道管上
のバイトブロックの位置はこうして所望の位置に調整されて容易に維持され得る。バイト
ブロックは、バイトブロックの穴または溝を設けることによって、気道管に嵌合して気道
管に対して可動であるように適合され、穴または溝の内部に気道管または他の管が穴また
は溝に対して摺動可能な関係で嵌合可能であることがさらに好ましい。気道管は弾性的に
変形可能であることが好ましい。
【０００９】
　代替の実施例では、バイトブロックは、１本または複数本の胃管を有する喉頭マスク気
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道などの、複数管装置の管のいくつかまたはすべてを収容する複数の穴を備えてもよい。
この場合、複数の穴がある場合、バイトブロックは装置の管を保持するように適合される
少なくとも１つの穴を備えてもよく、かつ、ユーザによる穴からの管の取外しおよび交換
も可能にする。特に、バイトブロックは弾性的に変形可能な材料を備えてもよく、少なく
とも１つの穴は断面がリエントリー性の「Ｃ」を備えてもよいため、材料を一時的に変形
させることによって管を挿入し、かつ取外して、管に「Ｃ」の口を通過させることができ
る。複数管装置では、気道管または胃管の一方または他方を所定位置から一時的に動かす
能力は貴重である。それによって患者の口腔へのアクセスが向上するからである。
【００１０】
　バイトブロックは、弾性的に変形可能であり、さらに、気道管をその上で用いることが
意図されている装置の気道管を形成する材料よりも相対的に高い剛性を有する材料を備え
ることが好ましい。バイトブロックはシリコーンまたはプラスチック材料から形成される
ことがさらに好ましい。
【００１１】
　発明の第２の態様によると、患者の肺換気を容易にする人工気道装置であって、近端お
よび遠端を有する可撓性気道管と、遠端におけるマスクと、装置に接続されるイントロデ
ューサとを含む装置が提供される。イントロデューサは、気道管の遠端におけるまたは遠
端の方にある気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段を備えることが好
ましい。発明はしたがって、挿入が容易であるように構成され得、挿入されると快適であ
るように構成され得るという点で、可撓性および固定の両方の湾曲気道管の利点を組合せ
た装置を提供する。
【００１２】
　装置は、気道管の遠端に配置される固定曲線部を含むことが好ましい。固定曲線部は気
道管よりも相対的に高い剛性を有することが好ましい。固定曲線部はマスクと一体形成さ
れてもよいしマスクの一部であってもよく、または気道管と一体形成されてもよいし気道
管の一部であってもよい。特に、固定曲線部はコネクタ部を備えてもよく、これによって
気道管およびマスクが接続される。
【００１３】
　気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段は、気道管に沿って摺動可能
であることが好ましい。これによって単純で便利な動作機構が提供される。
【００１４】
　気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段は、気道管の周囲のすべてま
たは一部を取囲み、かつそれに沿って摺動可能なスリーブを含むことが好ましい。剛性を
付与する手段の位置は、不注意な動きに耐えるように摩擦力によって維持されることがさ
らに好ましい。手段は、ユーザによって気道管の近端の方に適切に位置決めされるとバイ
トブロックとして働くことが可能であることがさらに好ましい。手段は上述のようなバイ
トブロックを備えることが最も好ましい。
【００１５】
　発明の本態様の一実施例によると、装置は喉頭マスク気道装置または任意のそのような
声門上気道を備えてもよい。喉頭マスク気道装置は食道アクセス管を含んでもよく、気道
管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段は、気道管の、およびさらに食道ア
クセス管の周囲のすべてまたは一部を取囲み、かつ両方の管に沿って摺動可能なスリーブ
を備えることが好ましい。スリーブは、装置が患者内の所定位置にあるときに管の操作を
容易にするように、食道管および／または気道管の取外しを可能にするように適合される
ことが好ましい。
【００１６】
　可撓性気道管はプラスチック材料から形成される壁を含み、壁は一体型の支持ワイヤを
含むことが好ましい。支持ワイヤはニチノールを含むことが好ましい。
【００１７】
　発明の第３の態様によると、喉頭マスクを患者に挿入する方法であって、挿入時に気道
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管の剛性を解放可能に増加させるステップを備える方法が提供される。気道管の剛性を増
加させるステップは、装置の取外し可能な硬化部を、気道管の遠端におけるまたは遠端に
隣接した気道管上の点へと配置するステップを含むことが好ましく、取外し可能な硬化部
は気道管に対して摺動可能であることがさらに好ましい。取外し可能な硬化部はさらに、
気道管上の好適な位置に配置されるとバイトブロックとして機能するように可動であって
もよい。
【００１８】
　発明を一例として添付の図面を参照してさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】発明に係る装置の背面斜視図である。
【図２】第１の位置における図１の装置の部分前面図である。
【図３】図２の装置の側面図である。
【図４】第１の位置にある図１の装置の背面斜視図である。
【図５】第２の位置にある図１の装置の側面図である。
【図６】第３の位置にある図１の装置の背面図である。
【図７ａ】発明に係る装置の第２の実施例の拡大図である。
【図７ｂ】発明に係る装置の第２の実施例の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　図面を参照して、患者の肺換気を容易にする人工気道装置１であって、近端３および遠
端４を有する気道管２と、遠端４におけるマスク５と、少なくとも気道管２の遠端４にお
けるまたは遠端４の方にある気道管２に剛性を解放可能に付与するように、かつ可動バイ
トブロックを提供するように適合された手段６とを含む装置が示されている。
【００２１】
　ここに示される装置１は、喉頭マスク気道装置として公知の種類のものである。喉頭マ
スク気道装置は、３つの基本的な構成要素である、気道管２、バックプレート７、および
カフ８を含む。そのような装置は当該技術において周知であり、これらの基本的な構成要
素の性質およびそれらが互いに嵌合する方法には多くの変形があるが、基本的構造は全て
ではないにしてもほとんどに共通である。
【００２２】
　装置１は、装置の使用時にオペレータの最も近くに位置する端である近端９、および遠
端１０を有する。装置１はその遠端１０にマスク５を有し、マスク５は上記に言及したよ
うにバックプレート７およびカフ８を含む。示される実施例では、カフ８はシリコーンな
どの軟質材料から形成される一般に楕円形の膨張式リングであるが、それは必ずしも膨張
式であるとは限らない。リングはバックプレート７を取囲んでバックプレート７に取付け
られ、装置が患者内の所定位置にあるときに装置１の患者の喉頭口への周囲シール係合を
確立するように構成される。
【００２３】
　ボウル状の、または実際は任意の種類のウェブの形態で提供され得るバックプレート７
は、使用時に装置１の喉頭側と咽頭側とを分離し、マスクの内部空洞または内腔を規定す
る。「喉頭側」および「咽頭側」という用語は患者の組織を参照した装置の側を指し、当
該技術において用いられている。本実施例では、バックプレート７は開口（図示せず）を
規定するコネクタ部１１を含み、使用時、気体がこの開口を通ってマスクの内部空洞１１
ａに入り、そこから患者に入り得る。コネクタ部１１は基本的に、概して楕円形の、また
は平坦な断面を有する短い管である。気体は、バックプレート７に取付けられるかバック
プレート７と一体形成される気道管２を介して内部空洞１１ａに入る。示される実施例で
は、コネクタ部１１はカフ８の近先端１３を越えて近位方向に延在し、カフ８の平面に向
かって湾曲している。一部はこの形状のおかげで、さらにその形成材料およびその厚みの
ために、バックプレート７は弾性的に変形可能であるが比較的剛性である。本実施例にお
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けるバックプレート７は比較的低いプロファイル、平坦な背面および装置の挿入をより容
易にする効果を有する予め形成された曲線を有することが留意されるであろう。
【００２４】
　本実施例における装置１の気道管２は、軟性プラスチックまたはシリコーン材料から形
成される一般に直線の管である。管は、一端から他端まで長手方向に延在する内腔を含む
。管は予め形成された湾曲を有さないが、その柔軟性のおかげで所望通りの曲線に容易に
曲げることができ、その弾性的な変形可能性のおかげで、取外されると曲がっていない状
態に戻る傾向がある。気道管２はしたがって、マスク５よりも相対的に低い剛性を有する
。管２の柔軟性のために、管２の壁は一体化して配置される支持部１２（図１）によって
支持され得、支持部１２は本実施例では、当該技術において公知であるようにその全長に
わたって管２の周囲に密な螺旋状で延在し、ねじれによる内腔の閉塞を防止するのを助け
るニチノールワイヤの形態を取る。既に述べたように、気道管２は近端３および遠端４を
有する。気道管の近端３は、気道管２を気体の供給に容易に接続できるようにする取外し
可能な管状コネクタ１４を含む。気道管２の遠端４はバックプレート７のコネクタ部１１
に入り、気道管の内腔がコネクタ部１１の開口と流体連通するようにコネクタ部１１の内
部にシールされる。
【００２５】
　図面から認識されるように、この例に示される装置１は、胃管を含む喉頭マスク気道の
種類のものである。胃管は今や喉頭マスク気道への周知の追加物であり、喉頭口の周りの
カフ８のシールが損なわれた場合に胃管がなければ患者の肺に入る危険性があり得る患者
の食道からの逆流または嘔吐物質の安全な退避を提供する。これは深刻な肺障害をもたら
し得るため、起こらないことが非常に重要である。胃管はしたがって、胃管が収容され得
るほとんどの種類の喉頭マスク気道への望ましい追加物であるが、胃管を含むことによっ
て、結果として得られる装置の物理的特性の面で望ましくない結果がもたらされる場合が
あり、これは、挿入の困難および気道としての主要な機能の低下効率として現われる。示
される実施例では、胃管１５は、プラスチックまたはシリコーン材料製の柔軟な、直線の
、円形断面管を含む。胃管１５はバックプレート７のコネクタ部１１に入り、ボウルの内
部（喉頭側）を横切って延在し、カフ８の遠端１６とシール係合した状態で遠端１６の内
部を長手方向に交差し、その端子限界においてカフ壁の胃開口１７を規定する。この種類
の構成は当該技術において、たとえば出願人が所有する「Ｐｒｏｓｅａｌ」装置において
周知であり、胃管がどのように提供され得るかについての例に過ぎない。他のものも多数
あり、そのすべてが好適な修正を伴って本発明とともに使用するのに好適であろう。胃管
は本発明の必須要素ではないことが理解されるであろう。
【００２６】
　特に図４および図５を参照して、装置１には、少なくとも気道管２の遠端４におけるま
たは遠端４の方にある気道管２に剛性を解放可能に付与するように適合され、さらに可動
バイトブロックを提供する手段６が設けられていることを見ることができる。上記手段６
は、比較的剛性を有するプラスチックまたはシリコーン材料製の実質的に矩形のブロック
の形態を取る。剛性の面で、ブロックはバックプレート７のコネクタ部１１と実質的に同
じ剛性を有し、幅および高さの寸法の面で、ブロック６は構成に不必要な嵩を追加するこ
とを回避するために２本の管の全寸法を超えて可能な最小距離だけ延在するようにサイズ
決めされ、長さの面で、ブロック６はユーザの指による容易な操作を可能にするように最
小限に寸法決めされる。ブロック６は、ブロック６の内部に一体形成され、内部寸法の面
で、気道管２および胃管１５のいずれか一方をぴったりとしているが摺動可能な関係で受
けるようにサイズ決めされた、２本の平行な、長手方向に延在する開口穴１８，１９（図
７ａ、図７ｂ）を含む。したがって、気道管穴１８および胃管穴１９が存在する。穴１８
，１９は、胃管穴１９がその全長に沿って開口して溝２０を形成しているという点で互い
に異なる。溝壁は断面がリエントリー性の「Ｃ」であり、したがって隙間または開口部２
１は「Ｃ」の口の平行な対向リップ部２２によって規定され、それらの間の距離は胃管１
５の直径よりも狭い。この結果、胃管１５を穴１９に挿入するためにはリップ部２２を押
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し開く必要があり、これはリップ部２２を形成する材料の弾性的な変形可能性によって容
易になる動作である。胃管１５がリップ部２２を通って穴１９に入ると、リップ部２２は
所定位置にはね返り、胃管１５がリップ部２２の内部で摺動することを可能にしつつ、胃
管１５を機械的なロックの態様で所定位置に保持する。穴１８，１９の寸法は、ブロック
６が手動力下では比較的自由に管に沿って摺動できるが、一旦所望の位置に来ると、穴お
よび管の表面同士の間の摩擦によって不注意な動作に耐えてそこに留まるように、気道お
よび胃管の寸法を参照して選択される。ブロック６はその背面および前面に、摺動を助け
る摩擦端縁２３が設けられている。
【００２７】
　使用時、装置１は、まずマスク端が挿入される通常の態様で、ユーザによって患者に挿
入される。しかし、ユーザが指でマスクの近端を押す必要がある可撓性気道管を利用する
既存の装置とは異なり、装置１では、ユーザはブロック６を、ブロック６がバックプレー
ト７に隣接しているか好ましくは突き当たっている第１のまたは挿入位置または場所（図
１、図４）まで気道管に沿って遠位方向に摺動させるのみである。ブロック６がその位置
にあるとき、それは、気道管２の曲げまたはねじれを防止することによってブロック６の
長手方向範囲と等しい長さに沿って管２を硬化させる効果を有し、さらに、同様に剛性の
バックプレート７に当たる剛性構造を提供して、不要な曲げがない状態で挿入力を適切に
伝達し得ることが容易に認識されるであろう。挿入操作が完了すると、ブロック６は次に
、気道管の可撓性が影響を受けない第２の位置まで近位方向に都合よく摺動して戻る。し
たがって、装置１は一体型のまたは組込型のイントロデューサを含むと言える。
【００２８】
　示される実施例では、ブロック６は、患者の歯同士の間の適切な位置に動かされるとバ
イトブロックとして機能可能であるように構成される。認識されるように、この位置は患
者毎に異なるため、装置１はオーダーメードの嵌合を可能にするさらなる利点を有する。
剛性の面で、ブロックは、噛付きに耐えるのに十分な剛性を有し、さらに、噛付きが起こ
った場合に歯の損傷を回避するのに十分な柔軟性および弾性を有するように提供される。
【００２９】
　バイトブロック６は、患者による噛付きからの保護がない気道管を含むいずれの気道装
置に適用されてもよい。認識されるように、バイトブロック６は、単にバイトブロック６
を自由端から気道管２の上に摺動させ、患者の特定の組織によって決められる所望の位置
まで進ませてオーダーメードの嵌合を達成することによって、気道管２に取付けることが
できる。バイトブロック６を気道管２に対して動かして、必要な場合は患者の口腔に対す
るアクセスを増加させ、その後所定位置に戻して管２を保護することができる。さらに、
胃管を、示されるようにリエントリー性の「Ｃ」から横に取外すことによってブロック６
から完全に取外して（図６、図７ａ、図７ｂ）、患者の口腔へのアクセスをさらに向上さ
せることもでき、ブロック６は気道管２上に所望通りに位置決め可能である。
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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月15日(2019.1.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の肺換気を容易にする人工気道装置であって、近端および遠端を有する可撓性気道
管と、前記遠端におけるマスクと、前記装置に接続されるイントロデューサとを備え、
　前記イントロデューサは、前記気道管の遠端におけるまたは遠端に隣接している前記気
道管に剛性を解放可能に付与するように適合された手段を備え、
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管に沿
って摺動可能であり、
　剛性を付与する前記手段は、ユーザによって前記気道管の前記近端の方に位置決めされ
るとバイトブロックとして働くように適合される、装置。
【請求項２】
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管の周
囲のすべてまたは一部を取囲み、かつそれに沿って摺動可能なスリーブを備える、請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　剛性を付与する前記手段の位置は、摩擦力によって動きに耐えるように維持可能である
、請求項１または請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　喉頭マスク気道装置を備える、請求項１から３のいずれか１項に記載の装置。
【請求項５】
　食道管をさらに含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記気道管に剛性を解放可能に付与するように適合された前記手段は、前記気道管の、
およびさらに前記食道管の周囲のすべてまたは一部を取囲み、かつ両方の管に沿って摺動
可能なスリーブを備える、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記スリーブは、前記装置が患者内の所定位置にあるときに前記管の操作を容易にする
ように、前記食道管および／または前記気道管の取外しを可能にするように適合される、
請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記可撓性気道管はプラスチック材料から形成される壁を備え、一体型の支持ワイヤを
含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の装置。
【請求項９】
　前記ワイヤはニチノールを備える、請求項８に記載の装置。
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